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山口県美祢市に分布する秋吉石灰岩は，古生代石炭–ペルム紀に，超海洋パンサラッサの低緯度域の海洋島で形成され
た礁成の石灰岩である（佐野ほか，2009）．秋吉石灰岩は，明治期より大理石石材の採掘が行われ，国内では最大規模の
大理石石材産地として知られてきた．大理石石材には熱変成で再結晶化した石灰岩が利用されることが多いが，一部には
変成を受けていない初生組織が残された石灰岩も利用される．「霞

かすみ

」と称される大理石石材は，秋吉台の西部（西の台）
で採掘される，造礁生物化石を多く含む，熱変成を受けていない石灰岩である．美祢市の秋吉台国際芸術村の建物には「霞」
がふんだんに使用されており，研磨された石材の表面には，石炭–ペルム紀の礁を造った生物や礁に棲む生物の化石がた
いへん良く観察される．ここではその代表的な生物を紹介する．
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第 1図　�建築家 磯崎 新氏が設計した秋吉台国
際芸術村の建築物．壁や床全体に地
元の大理石石材「霞」が使用されて
いる．

第 2図　�四射サンゴとその周りを被覆する海綿（ケーテーテス類）
や微生物類．後期石炭紀（ペンシルバニアン亜紀）の代
表的な造礁生物群．海綿などがサンゴを被覆することで，
波浪に耐えられる強固な礁構造をつくることができた．

第 3図　�石灰藻パレオアプリシナ（Palaeoaplysina）．最後期石炭紀
から最前期ペルム紀によくみられる北方系の葉状石灰藻．
この時代はゴンドワナ大陸に発達した氷床の最盛期であり，
低緯度域でも北方系生物群集の影響が認められた．
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第 4図　�シアノバクテリアなどの微生物がつくる微生物岩（micro-
bialite）が礫として含まれる石灰岩．微生物類も礁をつく
る生物として知られるが，気候期の転換時期（氷室期→温
室期）に相当する前期ペルム紀には，他の造礁生物が少な
く，その一方で微生物岩が多産する．

第 5図　�フズリナ類（大型有孔虫）とアンモノイド類．当時の礁
の内側にはフズリナなどが集積し，しばしば砂浜をつくっ
ていた．フズリナ類は進化が速く，重要な示準化石とし
て知られる．写真の石灰岩には，中期ペルム紀を示すフ
ズリナParafusulina, Neoschwagerina がみられる．

第 6図　�ウミユリを多く含む石灰岩．現在では深海に棲むウミユ
リも，石炭 –ペルム紀には礁に多く生息していた．大量
の遺骸片をつくり出すことから，浅海の堆積物供給者と
しても重要な役割を担っていた．写真のような半自生的
な産状を示すものは，特に礁の前面に多くみられる．

第 7図　�海綿類を含む石灰岩．中期ペルム紀には小球状の石灰海
綿類が造礁生物として繁栄した．石灰海綿類は暖かい海
に棲む典型的な従属栄養生物であり，それらの繁栄は当
時の富栄養化した温暖な海洋環境を推定させる．

掲載した写真の石材の観察にあたっては秋吉台国際芸術村に便宜をはかっていただきました．記して感謝いたします．
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